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中島です。私は現在「内閣府の統計委員会」の担当室長をしており、そのため慶応大学

では客員教授という肩書きになっています。青山学院とは遠からぬ縁があり、その意味

でも本日お招き頂き有難うございます。

さて私は今まで大相撲、お寺等について研究し出版して来ましたが、経済学者として

分析を行う際に注意していることは、「存在しているものは否定しない。存在意義のない

ものは必ず消えて行くはず。」という前提に立ちます。大相撲もお寺も最近いろいろと

批判を浴びてきているが、それなりの存在価値があるから今でも残っている訳です。

本日は予想外に女性の方が多いので若干戸惑っていますが、本日のテーマである「オバサン」もいろいろ言われているものの、存在価値はあります。本日はまずオバサンを肯定的に分析し、なぜ批判を受けてしまうのかを考え、最後にオバサン達の生き延びる道はどこにあるかを話して行きたいと思います。

１）なぜオバサンになるのか

この本を執筆するにあたり、なぜオバサンと呼ばれるのか考えてみました。一般的には

オバサンという定義は曖昧です。３０歳でもオバサンと言われる人もいるし、一方女優の

森光子さんなど８０歳を超えているが、彼女のことをオバサンと言う人はいない。つまり

オバサンというのは年齢とは関係ないので、科学的根拠に基づき定義したい。

資料を参照して欲しいが、女性ホルモン１０代から２０代にかけて分泌が増えるが２０代後半から減り始め、４０歳を過ぎると激減して行き更に５０歳代半ばになると分泌はほぼ

止まります。女性らしさを司るのは女性ホルモンの働きであり、分泌量の多少が女性らしさの維持に重要なファクターとなっています。女性らしさ維持のため、エステ・化粧品等に頼る女性もいますが、女性ホルモンに敵うものはありません。更年期障害対策として女性ホルモン治療をする女性もいるが、副作用も懸念されます。

従い女性ホルモンの分泌というのは逆らい様のないもので、これは平安時代から変わらないものです。女性の平均寿命は江戸時代で５０歳ぐらいだったものが、現在では８０歳を

超えているにも関わらず女性ホルモンの分泌が減り始める時期は昔も今も変わっていない

という状況にあります。

動物は自分の種を残すために生きており、その使命を果たすために遺伝子を働かせていま

す。しかしながら先ほど述べた通り女性は５０歳代半ばでホルモン分泌が停止し、平均余命の残り25～30年をどう過ごすのか、更年期となる40代後半から高齢者と言われる65歳ぐらいまでの間女性には何が期待されているでしょうか？この疑問を動物学の専門家に

聞いてみました。結論はホルモン分泌が終わった動物がどうやって余生を過ごしているかの研究が不十分なため、良く解っていません。人間以外の動物でもオバサン的な存在が

いるのかも知れませんが、その実態は不明です。女性の出産限度が40歳だとすると、

高齢者となるまでの20年間、女性はどうやってIDENTITY を保って行くのかは重要な

事です。

女性の社会における役割とは、女性の持つ特徴を生かした仕事をしていくことであり、

例えば華やかさを競う芸能界等はその良い例です。女性ホルモンの分泌が活発な時は

それを武器にしていけます。まさにホルモンのなせる結果ですが、それが減って来ると

女性らしさを戦力とする事が難しくなってきます。特に芸能界では加齢は隠せないので

女性芸能人が若々しさを保つのは相当な努力が必要です。金銭面、精神面も含めて女性

らしさから得られる利益は女性ホルモンが減るに従いメリット曲線も右下がりになって

きます。

結婚、出産というのはひとつの転機かも知れません。女性が若々しさを保ちたがるのは

社会的に価値があるためで、社会に出ているときは若々しくしていたいという緊張が

あります。しかし結婚して専業主婦になり子供が生まれると、周囲の事など気にして

いられなくなります。女性としてのメリットが結婚を機に下がって来る、一方女性らしさ

を維持するコストは年々高くなっています。化粧、エステ、運動等でコストがかかり

それが増えて来るとメリットとコストが交差する時点があります。メリットよりコストが

上回るようになると女性らしさの維持を放棄＝オバサンになることになります。つまり

周囲が決める事ではなく、自分で決断するという事です。　　

２）オバサンの特徴

では次にオバサンの特徴ですが、勿論例外はあるものの次の３点です。

①家事労働が出来る。子育て経験がある。

　福祉施設等での労働にはうってつけ。子育て経験があるから、汚物を触る事に対しても

　抵抗がない。

②吹っ切れている。

③押しが強く庶民的な印象を与える。

以上の3点に集約されるのではないかと思います。「お寺の経済学」という本に書きましたがお寺のお坊さんは坊主頭が原則です。髪の毛があるという事はこだわりを持っている証拠で坊主になることでこだわりを捨てることが出来る。これをオバサンに当てはめると、女性らしさの維持にこだわっている間は吹っ切れていません。吹っ切れれば羞恥心がなくなり、男性の目など気にならなくなります。その結果、オバサンの押しの強さ、庶民性という特徴が出てくる訳です。（最近あまり見かけなくなりましたが、電車の座席の隙間に入り込んできたり、男子用トイレを平気で利用したり・・・という事が出来る訳です。）

以上の行動を経済学的に見ると、8人掛け座席に7人で座っているのは非効率にも係らず一般的には羞恥心があるので行動に移せないが、オバサンは気にしないで行動します。別の

例をあげると飛行機に乗り合わせた隣の座席の人と男性はあまり話をしないが、オバサンは平気で話しかけてきます。長時間黙っているのは苦痛ですから、話をすれば良いものを

男性は羞恥心があるから遠慮してしまうという傾向があります。

羞恥心の最たる例として、オバサン達の観光地などにおける男子用トイレの利用があります。犯罪的であるという理由もありますが、男性は女性用トイレには入りません。しかし

オバサン達は、女性トイレが混んでいる場合平気で男子トイレに入って来ます。混んでいるところから空いているところへ人が流れるのは極めて合理的考えです。経済学でも利潤最大化、費用最小化などという理屈を学びますが、現実の世界は必ずしも学問通りに動いていないというのは羞恥心が働くからです。また買い物等でオバサンは平気で値切りますが、男性は大抵の場合定価で購入します。羞恥心なく値切るというのも、実に合理的な行動で経済効果もあります。（時給千円の人が買い物で千円値切ると言うことは、千円稼いだのと同じ効果があるため。）

３）オバサンの多い職業

ではオバサン達はどのような職業についているのでしょうか？統計を使って調べてみましたが、「オバサン」という範疇での統計は存在しないので、「45歳～65歳」と４）いう年齢で

絞り込んで調査しました。

主な職業としては、家政婦、土木作業員、清掃員、小売店主、飲食店主などですが、オバサンの特徴で申し上げた家事労働や子育て経験が生きる職業に就いています。

オバサン達の活躍する場所が以上の様な職業ですが、給与は決して高くはありません。これはオバサンの能力が必ずしも評価されていないという事ではなく、配偶者控除の関係から年収103万円の壁が大きく影響しているのかなと思います。

またデパートの特定の売り場や最近流行のサラダショップ等は商品イメージから若い女性を使っていますが、惣菜売り場などではオバサンが適しています。また本来は若い人を採用したいのだが、若い人が応募して来ないのでオバサンを採用しているという実態もある様です。

今後高齢化社会になっていく中で、オバサンという存在が減って行くかも知れないし、外国から安い労働力が入って来るかも知れません。そういう面で見ると、今後はオバサンの

仕事は必ずしも安泰とは言えないでしょう。

４）オバサンの消費行動

①合理的な消費行動

オバサンの行動は「合理的に行動する」という特徴があります。オバサンの特徴でも申し上げた通り、買い物に行っても男性は店員に奨められるままに購入するが、オバサンは気に入ったものが見つかるまで粘ります。時給千円の人が1時間かけて千円値切るのは同じ

効果となりますが、男性はそれをしません。男性のそれなりの合理的理由があるのかも知れませんが・・・。

②ミーハー的行動

まずミーハーの定義を「ブームに乗っかる」という定義づけをしましょう。ブームとは

売る側の立場から見ると「ブームを起こすことで簡単に売ることができる」と言えます。

一方買う側のメリットとしては「流行っていると言われれば買い易くなる」ので、選択の

コストを引き下げる事になります。つまりブームに乗ると言うのは極めて合理的行動と言えます。

「○○王子」とか「冬ソナ」も一つのブームです。1人で楽しむより大勢で楽しんだ方が良いという発想ですが、自力で探して行くというのはそれなりにコストがかかり大変な事です。今流行っているものに乗っかってしまった方が楽な訳です。

話は変わりますが、オバサンをターゲットにしている女性週刊誌の記者にインタビューした事がありますが、オバサンの好きな話題は「上品な若い子」「皇室」「プチ不幸」の3点でした。一昨年のハンカチ王子も敬語の使える若い子という意味でブームになりました。

皇室については究極のセレブにある彼らが普段何をしているのかを知りたいという欲求が非常に強いのがオバサンです。プチ不幸については100％幸せ状態というのは好まれません。

世の中のいろいろな現象の中で、ちょっとした（プチ）不幸がオバサン達を引きつけている訳です。

綾小路きみまろという芸人がいますが、オバサン達にブームになりました。私も彼のＣＤを買って聴いて見ましたが、かなりひどい事を言っているにも係らず皆大笑いしています。

これはライブでの録音だからこそ人気があるのです。つまり彼の毒舌が全て自分自身に当てはまるという事ではなく、自分に該当する毒舌は１０の内1～2個で後は他人に対する発言なので笑って聴いていられる訳です。

病院の待合室での患者同士の会話も同じです。お互いに自分の病気の事を話題にしていますが、これもプチ不幸現象でお互いが自分の不幸な部分を曝け出して慰め合っています。この様な現象は何かというと、アイデンチィティの欠如という事です。自分が何かに夢中になっている時はあまり周りの事は気にならないが、夢中になれなくなると周囲が気になってくる。周囲のちょっとした不幸を聞くことで安心する、「プチ」という点に意味があるのだと思います。

５）オバサンとオジサン

では次にオバサンとオジサンの違いを分析してみましょう。

オバサンとオジサンとは決定的に異なります。女性ホルモンの分泌が40歳代になると激減するにも係らず男性ホルモンである男性テストステロンは70歳代になっても分泌されます。

実はこれがオジサンの気の毒なところであって、若さや髪の毛を失っても男性ホルモンの分泌は続きます。このギャップが嫌らしさとなって現れて来る訳です。

オジサンはオバサンと異なり、選択肢はいくつかあります。

①オジサマになること。

学生に聞くとオジサマのイメージとしては星野仙一さんとか、俳優の佐藤浩一さんを挙げる学生が多いです。背が高く上品でかつ金も持っている。つまりオジサンの持つ下品な性を上品な性に変える訳です。但しオジサマになるには背が高いという肉体的条件をクリア出来ない人がいるだけでなく、着るものにも気を使う必要がありますし、それなりのコストがかかりますから簡単にはなれません。

②枯れること。

つまり性を捨てるという事です。俳優で言うと笠智衆さんとか大滝秀治さんのイメージです。仙人の様に悟ってしまう事ですから、有効ではありますがギラギラした性を捨てる事になるのでこの選択もかなり大変です。男性はいつまでもモテたいという気持ちが心の中にあるからです。

③チョイ不良オヤジになること。

これは誰でも簡単に出来ます。LEONという雑誌に出ているイタリア人モデルのジロー

ラモとか、俳優の松崎しげるさん等が該当します。

簡単な方法としてジーパンを穿く、日焼けをする、料理を作る、この３つを実行すれば誰でもチョイ不良になれます。因みに学生と話をした時に「僕はこの中のどれか？」と聞いたところ、「枯れている」と言われました・・・。この３つの選択肢の中から御自分はどうするか考えて頂ければと思います。

さて、オジサン、オバサンともに夫婦の関係は非常に大事であります。独身時代は異性を意識しますが、結婚してしまうと男性らしさ、女性らしさはいずれもどこかに忘れ去られてしまいますが、実はこれは非常に不幸な事です。

相手を異性として意識する事は自分の男性らしさ、女性らしさを維持するための動機付けになります。チョイ不良となった時に奥様がどう反応するのかぜひ試して見て下さい。夫の料理を妻が褒める事、夫は妻の髪型の変化を褒める事等が大事です。経営に携わっている方ならご存知でしょうが、組織の緊張感の欠如は組織にとってマイナスです。それは

企業も家庭も同じ事だと思います。

６）最後に

最後になりますが、生き方をどう選んで行くかが大事です。男性は自由に生きて来ていると思いますが、女性は結婚してから必ずしも自分の意図しない人生を歩んだかも知れません。また家事が全く出来ず妻に任せきりにしてきた事で、夫も自立出来ていなかったかも知れません。これからは女性も自分の生き方を自分で決めて行く時代です。

オバサンも自身の選択肢でなるのは構いませんが、女性が自立することで現在言われているようなオバサンは少しずつ減って来ると思います。経済学は一人一人の自由な選択を最大限評価して支援する学問になっているので、男性も女性も自分の人生を自由に設計出来る社会になっていく事が望ましいのではないかと思います。
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